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沖
縄
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技
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
沖
縄
振
興
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
雇
用
効
果
」
を
含
む
「
沖
縄
県
経
済
に
も
た
ら
し
た
経
済
効
果
」
は
、
様
々
な
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
て

変
動
す
る
た
め
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
以
下
「
大
学
院
大
学
」
と
い
う
。
）
の
設
置
に
よ
る
効
果
の
み
を
定
量
的

に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
沖
縄
の
振
興
及
び
自
立
的
発
展
」
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
二
年
三
月
二
十
四
日
内
閣

衆
質
二
〇
一
第
一
一
〇
号
）
一
、
二
及
び
六
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
大
学
院
大
学
は
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
科

学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
う
し
た
教
育
研
究
の
取
組
に
よ
り
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
社
が
令
和
元
年
六
月
に
公
表
し
た
自
然
科
学
分
野
に
お
け
る
各
研
究
機
関
が
発
表
し
た
論
文
数
に
対
す
る
質
の
高
い

論
文
数
の
割
合
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
日
本
の
研
究
機
関
で
第
一
位
、
世
界
の
研
究
機
関
で
第
九
位
と
な
る
な
ど
の
成

果
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
県
内
に
大
学
院
大
学
で
の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
二
社
設
立
さ
れ
、
ま
た
、



 

２ 

 

複
数
分
野
の
企
業
と
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
産
学
連
携
を
始
め
と
し
た
様
々
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
大
学
院
大

学
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
が
科
学
技
術
の
情
報
発
信
・
交
流
の
拠
点
に
成
長
し
て
沖

縄
の
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
世
界
的
な
知
名
度
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
大
学
院
大
学
等
を
中
心
と
し
て
様
々
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
相
互
に
関
与
し
て
絶
え
間
な
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
、
世
界
の
一
流
の
科
学
技
術
人
材
が
集
ま
る
こ
と
等
を
通
じ
て
沖
縄
の
科
学
技
術
人
材
の
育
成
や
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
等
で
、
沖
縄
の
振
興
及
び
自
立
的
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

大
学
院
大
学
と
東
京
大
学
及
び
京
都
大
学
と
は
、
そ
の
歴
史
の
長
さ
、
規
模
等
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
費
用

対
効
果
」
に
つ
い
て
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
成
果
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
タ
ン
パ
ク
質
等
の
分
子
構
造
の

三
次
元
可
視
化
技
術
に
係
る
研
究
成
果
が
活
用
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
及
び
微
生
物
を
用
い
た
廃
水
処
理
技
術
に
係
る
研
究
成

果
が
活
用
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
具
体
的
な
事
業
内
容
と
企
業
規
模
」
、
「
収
益
の
現
状
」
、
「
地
元
企
業
と
の
提
携
の
有
無
」
及
び
「
地
元

企
業
へ
の
技
術
移
転
の
有
無
」
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
二
社
の
事
業
に
関
連
し
た
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
出
さ
れ
た
費
用
の
総
額
と
そ

の
内
訳
（
人
件
費
を
含
む
）
」
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
二
社
は
大
学
院
大
学
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
が
創
出
し
た
研
究
成
果

の
一
部
を
活
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
予
算
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
二
社
の
事
業
に
関
連
し
た
費
用
の
み
を

抽
出
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
沖
縄
県
経
済
へ
の
波
及
効
果
」
は
、
様
々
な
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
て
変
動
す
る
た
め
、
大
学
院
大
学
で

の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
二
社
に
係
る
効
果
の
み
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
二
年
三
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
一
一
二
号
）
六
に
つ
い
て
で
お
答

え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 


